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酸素吹 IGCC実証試験発電所 

平成 28年 4月撮影 

（中国電力㈱大崎発電所構内） 

酸
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石炭ガス化設備 

ガス精製設備 

機

ガ

ポンプや弁などの補機が正常に作動

するか、設備系統全体の操作手順に問

題がないか等を確認した後、中央制御

室での起動および停止操作による実

機運転に移行していきました。 

高効率発電の要の一つであるガスタービン設備。

軽油燃料にて点火し、定格回転数 3,600rpm

（3,600 回転／分）まで昇速。その状態で運転

を継続し、性能、運用・制御性、安全性などを確

認しました。 
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▲石炭専用船（すぴなー３号） ▲屋内貯炭場 

初 

ガ
IGCCの心臓部・石炭ガス化炉へ石炭を投入し、 

安定的に石炭ガス化ガスが生成されることを確認しました。 

軽油燃料でのガスタービン駆動により5ＭＷ（発電端）を発電しました。 
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第2段階 CO2分離・回収型 IGCC実証事業の実施事業者に採択されました 

▲NEDO本部にて交付決定通知書を受領する相曽社長（右） 

世界の温暖化対策に必要な技術
平成27年（2015年）のCOP21※１において、気候変動に関する平成32年（2020年）以降の新

たな国際枠組みである｢パリ協定｣が採択されました。これを踏まえ、経済産業省の「次世代火力発電の

早期実現に向けた協議会」は、経済成長と気候変動対策の両立の鍵となる革新的技術の一つとして、CO2

分離・回収技術は火力発電からのCO2排出量を限りなくゼロに近づける切り札となり得る技術と位置づ

け、戦略的に推進していく方針を決定しました※２。 

就 任 ご 挨 拶 

このたび副社長に就任いたし

ました木田です。モットーは

信頼され、親しまれる発電所。

プロジェクトの成功に向けて

「百万一心」で安全・着実に 

進めていきたいと思いますの

で、ご指導・ご支援をよろしく

お願いいたします。 

総務グループ 
下手 麻子 
課長代理 


